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一 

 



 

そ
の
後
、
こ
の
計
画
は
更
新
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
間
、
人
工
魚
礁
構
造
の
科
学
的
・
技
術
的 

 
 

 

発
展
を
願
い
、
ま
た
、
安
全
性
、
耐
久
性
、
機
能
性
、
経
済
性
等
の
面
に
お
い
て
も
、
国
の
補
助
事
業
に
使
用
さ 

 
 

 
 

政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
に
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
法
を
施
行
し
、
沿
岸 

 
 

漁
場
整
備
開
発
計
画
に
基
づ
く
人
工
魚
礁
設
置
等
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。 

世
界
第
一
を
誇
つ
た
我
が
国
の
漁
業
は
、
遠
洋
漁
業
に
お
い
て
は
、
米
国
、
ソ
連
及
び
そ
の
他
関
係
沿
岸
国
に 

 
 

よ
る
厳
し
い
漁
業
規
制
の
も
と
で
、
外
国
二
百
海
里
水
域
で
の
漁
獲
の
権
利
を
失
い
、
漁
獲
の
著
し
い
減
少
を
余 

 
 

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
我
が
国
沿
岸
水
域
に
お
い
て
も
水
質
の
汚
濁
、
埋
立
て
の
進
行
等
に
よ
り
貴
重
な 

 
 

漁
場
を
失
つ
て
き
た
。 

 
ト
の
抗
張
力
強
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
の
実
施
に
当
た
つ
て
の
構
造
物
設
計
指
針
に
定
め
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー 

三 

 



 

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
は
、
第
三
次
の
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
計
画
に
基
づ
く
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ 

 

て
お
り
、
緊
急
を
要
す
る
と
考
え
る
。 

こ
の
た
め
、
日
頃
か
ら
人
工
魚
礁
に
関
す
る
技
術
的
知
見
を
有
す
る
専
門
家
等
と
の
交
流
を
進
め
て
き
た
が
、 

 
 

最
近
、
専
門
家
の
間
か
ら
、
ま
た
設
置
現
場
か
ら
、
人
工
魚
礁
の
耐
久
性
・
安
全
性
に
関
し
て
疑
問
が
提
起
さ
れ 

 
 

 

て
い
る
。 

れ
る
に
足
り
る
十
分
な
人
工
魚
礁
が
開
発
・
普
及
さ
れ
る
よ
う
願
つ
て
き
た
。 

一 

沿
岸
漁
場
整
備
開
発
計
画
に
基
づ
き
、
現
在
ま
で
沿
岸
漁
場
の
整
備
の
た
め
に
投
じ
ら
れ
た
総
事
業
費
、
そ 

 
 

の
う
ち
、
人
工
魚
礁
設
置
の
た
め
に
投
じ
ら
れ
た
事
業
費
、
並
び
に
国
と
事
業
主
体
等
が
支
出
し
た
そ
れ
ぞ
れ 

 
 

の
経
費
の
総
額
を
明
ら
か
に
せ
よ
。 

二 

人
工
魚
礁
設
置
に
関
す
る
計
画
の
具
体
的
内
容
と
そ
の
実
施
状
況
を
示
せ
。 

従
つ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

四 

国
の
予
算
支
出
の
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業
に
関
し
統
一
的
な
基
準
が
あ
る
べ
き
と
考
え 

 

る
が
、
基
本
的
な
考
え
は
ど
う
か
。 

五 

沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
の
実
施
に
関
し
、
「
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
構
造
物
設
計
指
針
―
昭
和
五
十
九
年 

 
 

 

版
―
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
に
お
け
る
水
産
土
木
技
術
の
最
高
水
準
の
知
識
を
集
め
た
も
の
で
、
同
事
業 

 
 

 

の
実
施
に
当
た
つ
て
は
、
す
べ
て
こ
れ
に
準
拠
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
指
針
の
性
格
と
評
価
は
ど
う 

 
 

か
。 

三 
第
一
次
・
第
二
次
沿
岸
漁
場
整
備
計
画
に
基
づ
く
人
工
魚
礁
の
具
体
的
設
置
場
所
及
び
そ
の
効
果
を
明
ら
か 

 

に
せ
よ
。 

六 

同
指
針
の
第
四
編
、
各
論
第
一
章
、
魚
礁
の
一
―
六
部
材
強
度
⑤
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
部
材
と
す
る
人
工 

 
 

ま
た
、
こ
の
間
に
人
工
魚
礁
に
関
し
会
計
検
査
院
に
よ
る
査
察
が
行
わ
れ
た
か
。
行
わ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば 

 
 

な
に
が
指
摘
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
改
善
措
置
を
講
じ
た
か
明
ら
か
に
せ
よ
。 

五 

 



 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
材
の
設
計
法
に
は
、
許
容
応
力
度
設
計
法
と
終
局
強
度
設
計
法
と
が
あ
る
。
許
容
応
力 

 
 

度
設
計
法
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
使
用
材
料
の
許
容
応
力
度
を
こ
え
る
こ
と
を
許
し
て
い
な
い
。
換
言 

 
 

す
れ
ば
、
部
材
の
応
力
度
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
使
用
材
料
の
許
容
応
力
度
に
達
し
た
と
き
を
も
つ
て
部
材 

 

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
圧
縮
に
強
く
、
抗
張
力
は
小
さ
い
。
特
に
海
中
で
使
用
さ
れ
る
人
工
魚
礁
の
よ
う
な 

 
 

製
品
は
、
設
置
時
の
衝
撃
力
並
び
に
海
中
に
於
け
る
外
力
を
受
け
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
抗
張
力
計
算
が 

 
 

な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
然
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
、
海
水
に
よ
り
鉄
筋
が
腐 

 
 

食
膨
張
し
て
、
そ
の
た
め
に
人
工
魚
礁
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。 

魚
礁
の
設
計
に
当
た
つ
て
の
強
度
計
算
と
し
て
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
抗
張
力
計
算
」
を
記
し
て
い
る
。 

よ
つ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
の
計
算
時
に
お
い
て
は
、
指
針
⑤
で
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
最
低
限
圧
縮
の 

 
 

十
分
の
一
の
引
張
り
強
度
を
遵
守
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
人
工
魚
礁
の
専
門
家
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
持
つ
て
い
る
。 

六 

 



 

七 

現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
人
工
魚
礁
は
す
べ
て
十
分
な
抗
張
力
強
度
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。
設
置
さ
れ
て 

 

い
る
人
工
魚
礁
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
崩
れ
落
ち
、
錆
び
た
鉄
筋
・
鉄
板
等
が
む
き
出
し
に
な
つ
て
い
る
も
の 

 
 

の
破
壊
と
み
な
し
て
い
る
。
従
つ
て
、
こ
の
方
法
で
設
計
を
行
つ
た
場
合
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
引
張
許
容
応
力 

 
 

度
が
圧
縮
許
容
応
力
度
の
十
分
の
一
の
と
き
に
、
部
材
の
引
張
側
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
に
な 

 

る
。
こ
れ
は
、
非
常
に
大
変
な
計
算
で
は
あ
る
が
、
海
中
の
構
造
物
に
対
し
て
は
、
こ
の
位
の
設
計
は
必
要
で 

 
 

 

あ
る
。
」 

以
上
の
よ
う
な
見
解
に
対
し
、
農
林
水
産
省
ほ
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
つ
て
い
る
か
。
ま
た
、
人
工
魚
礁 

 
 

に
係
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
抗
張
力
問
題
に
つ
い
て
い
か
な
る
指
導
を
行
つ
て
き
た
か
示
せ
。 

「
た
と
え
、
鉄
筋
入
り
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
で
あ
つ
て
も
、
魚
礁
の
よ
う
な
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
る
海 

 
 

中
構
造
物
は
鉄
筋
に
そ
の
働
き
を
頼
る
こ
と
自
体
が
無
理
で
、
ま
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
壊
を
防
ぐ
こ
と
が 

 
 

先
決
で
あ
る
。
」 

七 

 



 

 

八 

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
万
一
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
予
算
執
行
上
問
題
が
あ
る
と
考
え 

 
 

る
が
、
そ
の
改
善
策
を
示
せ
。 

右
質
問
す
る
。 


